
ぐ口　　　　　　軽　　　　遽二三一　恥・一行翻朝 �九年二十和博子ら∴∴∴∴. 
「丁子薄幸 ∴∴享子斗 ♀“ ‡“ 主 ) ) i 車 う ‡ そ き く ‡ 

麗弼緯量等畏竺古窯盤等警護′彊蔓∵∴ �‡、∴、 音 
一驚驚纂喜蓋擬管轄盤雪醤誓賽で肇菱,J 

日 i 

守　は　く、、 

1葵簾塗　彊盤驚羅呈箋醤彊鴛鷲蒜藩圃 
睦欝驚　彊蛙詰雷措講堂忍手品竜野、一 

∴∴∴:一子∴∴∴ �∴〇着∴∴ ∴外∴∴確言 �ー′し ∴∴ 鱒 、娘 ●: :′‾ 

∵琵町議¥築 :行樹種鐙、亡ノ 、襲太重患 ∴∴∴∴一 博郎穆乏∴ ∴ ; 

こ“」臆ヽ、 

々街、　丸亀’も,真倉健ま壷こきに二大′　馨守怒、⊂- 

てジ之詳し現怒御輿強固撥小棒如電さ麗地殻懲き鬼線’圏倹種で町 
→永」れ,ので地に熟のの防_り攣町質集れ圭の意のて赤iの �意弓二　や∴ゐ民 
「遠さ　辞で竃1二本諒裏方の吋授かに塊てで威ご義、鼓戦葦な⑱　り　ざ 

障伽羅・紺もか町市境・法事韻軽命物登漆燈動感懸命騒塵 �銭函同暖ま　し 
網虫や町、座不ろ固さ「はを　b征及回議土面兵感謝に量る瀞蓮ので　もで 

精華需墨結露掌欝鷲講蜜蜂鵠轟¥彊 
濡響謹撰結露襲議慧盤羅鷲 �ずま擬家請 願志操名盤 
嵩罷謙講醒盤彊警鵬 も重しバー、、骨、ろ �三一三:幸三 口を‾∴暗にや 
菖毎、義/が共に∴∴り∴°揆豆合方　音　巽∴、扱昂で欝地扱, �を撥　　や繊ら 
腸英男　葛樹の完　ま、の膚を請う　@盤厨まあ　しに戴 �も　械:∴寮重な 

鰯墓誌雪害離籍警羅謂排 　しを、 ∴ �一では固い l第論民義 、尋∴∴哲が務 



町　　遽行戟日三月九年二十和璃
を
安
じ
奉
る
も
の
な
り
さ
確
信
致
し
ま
す
。

説
で
は
今
後
雌
の
目
的
を
邁
噛
な
く
達
成
す
る
に
営

b
・
町
民
各
位
に
粕
皆
の
負
担
を
課
す
尊
さ
存
じ
ま

蔵
ス

第
二
傑
　
本
命
ノ
轟
務
厨
ヲ
田
蓮
町
筏
嫁
的
一
恵

キ
支
部
ヲ
各
唾
公
営
堂
工
置
ク
∵
∴
く

す。諸
氏
亦
雌
の
覚
悟
あ
ら
ん
苺
を
切
望
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

終
り
に
聖
戦
勇
士
諸
士
の
武
運
長
久
き
、
御
健
康
を

御
所
り
し
て
爛
筆
致
し
ま
す
、

銃
後
の
護
り
は
田
蓮
町
出
征
軍
人

後
援
合
で
致
し
ま
せ
ぅ

第
二
寧
　
日
的
及
事
業

第
三
篠
　
本
含
ハ
馨
図
一
致
国
民
ノ
協
同
責
務
タ

ダ
園
防
ノ
本
義
-
)
立
脚
シ
本
町
出
征
軍
人
ラ

i
　
シ
テ
後
顧
ノ
憂
ナ
カ
ラ
シ
メ
且
ッ
義
勇
奉
公

ノ
霜
耐
ヲ
縞
養
え
〆
ヲ
以
テ
日
的
ト
ス

第
四
條
　
前
項
ノ
目
的
ヲ
蓮
ヌ
ル
篤
メ
左
ノ
畢
業

去
ル
十
四
日
午
後
三
時
常
町
役
場
に
偽
武
宮
評
議
員

各
匝
長
、
方
面
委
員
、
小
学
校
長
及
軍
友
含
、
郷
軍

分
合
・
消
防
組
、
青
年
団
、
国
防
矯
人
命
、
愛
国
婦

人
含
、
町
筋
人
命
、
女
子
青
年
団
等
の
園
体
長
各
位

が
御
足
努
下
さ
い
ま
し
て
、
本
町
出
征
軍
人
後
援
倉

が
生
れ
ま
し
塞
雌
の
苺
は
既
に
皆
様
も
夫
々
の
鶴

間
を
通
じ
て
御
承
知
の
蜜
膏
存
じ
ま
す
が
、
今
左
に

会
則
を
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

誕
生
日
街
浅
く
も
本
倉
の
責
任
は
異
に
重
大
で
あ
り

ま
し
て
、
木
曾
の
盛
衰
は
一
に
皇
国
興
麿
の
鍵
で
め

り
ま
す
○

官
員
た
る
町
民
諸
君
そ
れ
克
く
努
め
ら
れ
よ
。
　
】

田
蓮
町
出
征
軍
人
後
援
曾
々
則

第
一
華
　
線
　
　
則

第
一
條
　
本
命
ハ
田
蓮
町
出
征
軍
人
後
援
曾
卜
稀

シ
本
町
-
-
居
住
ヌ
ル
銃
後
ノ
町
民
ヲ
以
-
ブ
組

チ
行
フ

一
、
應
召
質
感
召
部
隊
-
-
編
入
セ
ラ
レ
ク
ル
ー
ト

キ
ハ
央
ノ
家
族
-
-
輯
シ
慰
問
金
ト
シ
テ
金
蓼

拾
囲
ヲ
隼
二
回
-
一
分
チ
賂
輿
ヌ

但
シ
應
召
期
間
一
年
ヲ
超
エ
ル
暗
君
金
武
拾

囲
ヲ
岱
一
年
ヲ
経
過
ヌ
ル
俸
-
一
会
金
額
ヲ
賂

ト
ス
第
四
牽
　
役
　
　
員

第
六
篠
　
本
合
-
-
左
ノ
役
員
ヲ
寵
グ

一

、

合

　

壁

　

-

　

名

一

、

副

食

長

　

一

　

名

一
、
支
部
長
　
　
四
　
　
名
〆

一
、
割
支
部
長
　
　
四
　
　
名

一
、
評
議
風
　
若
干
名

一
、
幹
　
導
　
若
干
名

一
、
理
　
苺
　
若
干
名

第
七
條
　
曾
長
一
二
町
長
(
徳
武
省
長
)
ヲ
副
曾

長
一
三
助
役
之
レ
一
-
充
ヅ

第
八
條
　
支
部
長
二
各
園
長
ヲ
副
支
部
長
-
「
ハ

各
抵
長
代
理
ヲ
以
ラ
之
レ
ー
)
充
ヅ

第
九
條

評
議
員
ハ
本
町

武
曾
評
議
員
、
方
面

輿
ス

二
、
出
征
軍
人
ノ
家
族
並
一
-
邁
族
ノ
保
護
及
努

、
カ
奉
仕
ヲ
ナ
ス
↓
二
を

三
、
前
項
ノ
事
業
ヲ
左
ノ
方
法
-
-
ヨ
リ
行
フ
¥

一
、
本
町
各
種
ノ
固
体
ハ
常
-
-
和
衷
協
力
シ

テ
軍
人
家
族
ヲ
訪
問
シ
巽
ノ
家
庭
一
)
則
シ

タ
ル
努
力
的
後
援
奉
仕
ヲ
必
要
ノ
都
度
直

委
員
及
各
種
国
体

ヲ
以
一
ブ
之
レ
ー
一
発
一
ヅ

ーー行フ

一
、
本
事
業
ハ
夫
々
支
部
-
一
於
ラ
詩
境
ノ
奉

仕
ブ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス

第
三
葺
　
合
　
　
費

五
條
　
本
命
々
員
が
本
町
テ
居
住
ヌ
ル
客
体
団

員
並
一
一
之
レ
ー
「
準
ズ
ル
モ
ノ
及
ビ
一
般
町
民

第
十
條
　
幹
事
ハ
匝
禽
議
員
協
議
員
及
各
種
団
体

ノ
副
長
斑
長
籍
之
ご
ー
蜂
ズ
ル
重
ノ
ラ
以
テ

之
シ
ー
ー
充
ツ
一

第
十
一
條
　
理
塞
ふ
本
町
兵
事
主
備
蓄
謁
ヲ
以
テ

之
レ
一
-
充
ツ

第
十
二
傭
　
曾
長
ハ
本
命
ヲ
代
表
シ
禽
醇
ヲ
総
理
シ

支
部
長
官
並
-
一
評
議
貴
命
ノ
議
長
ト
ナ
ル

第
十
三
億
　
副
食
長
ご
曾
長
ヲ
補
佐
シ
曾
長
畢
故
ア

ル
ト
キ
ハ
其
ノ
職
務
ヲ
代
理
ス

第
十
四
條
　
支
部
長
並
-
一
評
議
員
が
曾
長
一
-
於
テ
必

要
卜
認
ム
ル
ト
キ
其
ノ
招
集
-
-
應
ぎ
左
ノ
畢

項
-
-
付
キ
議
決
ヌ
ル
モ
ノ
ト
ス

、
:
.
「
言
∵
「

事
∴
l
二
手

蚤
烏
/
　
書

、
　
∵
　
∴
　
　
∴
」
細
　
事
「
し
1
青
草
卑
-
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夫雄和

事
、
-
青
、

千
、
番

い
,
 
l
S
確

聞
題
的

一
、
.
本
命
曾
則
ノ
襲
更
及
英
諸
規
則
ノ
制
定
襲

寛
一
、
出
征
軍
人
ノ
家
族
、
遺
族
-
-
鞠
ヌ
ル
後
擾

慰
他
等
ノ
程
度
方
法

一
、
巽
他
本
命
二
於
一
ブ
重
要
卜
認
ム
ル
事
項

第
十
五
條
　
支
部
長
ハ
支
部
ヲ
総
理
シ
其
ノ
匝
-
-
於

ケ
γ
必
要
卜
認
ム
ル
番
頭
ヲ
議
決
ヌ
ル
幹
革

命
ノ
議
長
ト
ナ
ル

第
十
六
條
　
副
支
部
長
ハ
支
部
長
ヲ
補
佐
シ
支
部
長

事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
英
ノ
職
務
ヲ
代
理
ス

第
十
七
條
∴
評
議
員
ハ
英
ノ
所
属
支
部
ノ
苺
業
-
-
付

-
ブ
ギ
支
部
長
ノ
招
集
一
-
應
ジ
支
部
ノ
協
議
-
-
-

蓼
輿
ス

第
十
八
條
(
幹
轟
ふ
支
部
長
ノ
招
集
-
)
應
ジ
支
部
ノ

事
業
二
軋
ヌ
ル
議
決
ヲ
ナ
言
ノ
ト
ス

第
十
九
條
　
避
寒
ハ
曾
務
一
切
ヲ
慶
理
ス

第
二
十
傑
　
支
部
二
於
テ
行
ヒ
タ
ル
事
業
ハ
都
度
本

曾
-
-
報
告
シ
常
二
本
曾
卜
緊
密
ナ
ル
連
絡
ヲ

保
ツ
モ
ノ
ト
ス

・
ル
モ
ノ
ト
ス

第
三
條
　
本
命
ハ
年
利
克
服
卜
同
時
一
-
消
滅
ヌ
ル

モ

ノ

ト

ス

細
籍
に
調
査
熟
慮
の
上
本
規
程
の
目
的
さ
す
ら
出
征

軍
人
家
族
扶
助
に
謹
選
鍼
な
き
を
期
す
ろ
方
針
で
め

り
ま
す
○

第
五
章
　
合
　
　
計

第
二
十
一
條
手
本
合
一
-
要
ヌ
ル
費
用
ハ
本
町
術
武
宮

を
レ
ヲ
支
舞
シ
共
ノ
経
理
ハ
本
音
二
於
テ
行

フ

附
　
　
　
則

第
　
】
　
條
　
合
議
ハ
支
部
長
、
評
議
員
三
分
ノ
二
以

上
出
席
ス
ル
ー
ー
非
ザ
レ
バ
開
合
ヌ
ル
コ
ー
ラ

得
ズ
議
決
ハ
出
席
者
ノ
過
年
数
ヲ
以
-
ブ
ス

第
二
條
　
支
部
ノ
合
議
手
前
條
ノ
規
定
ヲ
準
用
ス

田
蓮
町
筒
武
曾
輩
欒
並
-
【
戦
時

扶
助
規
程
の
制
定

本
町
街
武
舎
が
今
興
の
事
菱
に
鑑
み
出
征
軍
人
家
族

に
勤
し
草
襲
並
に
戦
時
扶
助
規
環
を
制
定
致
し
ま
し

だ。雌
の
規
種
は
前
掲
の
出
征
軍
人
後
援
合
さ
柏
償
っ
て

在
郷
軍
人
叉
は
現
役
軍
人
申
よ
、
り
出
征
せ
ら
れ
た
ろ

場
合
は
其
の
出
征
に
摩
し
て
就
職
き
餞
別
を
勝
り
、

出
征
後
の
家
族
に
勤
し
で
は
、
家
族
中
年
齢
満
十
三

年
未
満
及
六
十
年
以
上
の
者
に
本
曾
よ
り
相
皆
の
扶

助
を
な
す
事
ど
な
り
ま
し
た
。

但
し
こ
の
扶
助
は
戸
数
割
」
戸
平
均
額
以
下
の
豪
族

に
適
用
さ
れ
る
の
で
め
っ
て
、
又
雌
の
匝
分
を
戸
数

割
五
回
以
下
き
、
五
圃
′
以
上
十
回
以
下
き
、
∴
十
回
以
、

昭
和
十
二
年
度
徴
兵
検
査
は
法
る
五
月
十
八
日
常
町

小
畢
枚
に
於
て
行
は
れ
本
月
二
十
五
里
見
都
府
感
に

抽
鞍
執
行
相
成
り
ま
し
た
、
.
巽
の
結
果
を
左
に
御
知

/
ら
せ
致
し
ま
す
。

上
一
戸
営
額
以
下
宅
に
別
も
㌢
し
て
、
晩
の
扶
助
率

が
定
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
然
し
で
倉
の
扶
助
を
受
け

る
家
慶
が
若
し
園
叉
は
府
の
軍
事
扶
助
法
に
よ
り
て

受
け
ら
れ
た
る
額
き
同
一
さ
か
或
は
国
文
は
府
の
扶

助
額
が
多
き
場
合
は
扶
助
を
致
し
ま
せ
ん
が
萬
二
之

れ
さ
反
し
軍
事
扶
助
額
が
町
の
扶
助
額
よ
り
少
な
い

場
合
は
そ
の
差
額
を
扶
助
致
す
寧
ざ
な
っ
て
お
り
ま

す
、
勿
論
雌
の
扶
助
規
環
に
は
特
別
の
導
情
あ
る
場

合
は
術
武
舎
評
議
員
合
に
諦
め
て
前
述
の
導
項
を
饗

宴
し
得
る
候
文
が
め
り
ま
す
か
ら
貸
際
に
替
り
都
度

種
別
甲
種
全会全会全会全甲

穏
全会

兵
　
種
　
抽
銭
番
離
　
氏
　
　
　
名

高
射
砲
真
　
　
二
二

歩
　
　
兵
　
一
一

野
砲
真
　
　
二
三

重
砲
兵
　
　
三
〇

歩
　
　
兵
一
〇
二

輪
垂
兵
　
　
　
七

工
　
∵
兵
　
一
六

飛
行
兵
　
現
役
志
願

第
二
櫛
充
兵
役
編
入

仝

青
　
田
　
岩
　
夫

原
　
田
　
弘
一

北
　
尾
　
藤
　
樹

中
尾
-
己
之
助

小

林

喜

一

郎

鈴
　
木
　
轍
∴
造

山
　
村
　
　
　
費

村
　
上
、
秋
　
治

加
　
藤
　
知
　
二

村
　
悪
　
天

日

幸

次

郎

左
上
f
-
飽
隊
か
「
卓
-
九
十
百
江
藤
-
(

全
　
　
　
仝

北
川
紋
太
郎

一
乙
　
電
信
兵

仝
　
　
飛
行
兵

全
　
　
高
射
砲
兵

垂
砲
兵

翰
重
兵

歩
　
　
兵

二
↓
四九七

識
外
二
七
一

北

川

息

吹

西
　
村
　
貞

小南

隼
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全」二を全会仝全会

金
　
　
　
　
　
　
主

軽
蔑
寒
特
務
稟
三
九

歩
∵
∵
兵
　
一
十
人

参
∴
;
兵
?
∵
穴
三

電
椙
三
共
　
　
五

輪
重
兵
特
務
臭
垂
二

金

　

　

　

　

一

↑

了
勤
務
報
国
は
銃
後
の
務
め
ー

現
下
の
時
局
に
際
禽
し
特
に
軍
需
軍
楽
方
面
に
末
的

不
魔
を
儀
へ
ら
姓
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
決
し
て
卒

時
の
人
員
が
不
楚
致
し
た
の
で
な
く
、
圏
家
線
動
員

が
必
然
駒
に
雌
の
垂
罷
工
繋
要
員
の
戦
時
体
制
に
よ

っ
で
璃
発
さ
れ
諸
の
で
め
り
ま
す
e

我
京
都
府
時
於
で
も
陸
海
軽
偉
業
魔
王
か
雌
の
畢
需

ー
樺
井
死
生
の
出
征
を
塗
る

慈
父
の
如
く
纂
は
れ
轍
快
な
兜
鉦
、
燈
井
発
生
も
愈

々
抽
征
や
ら
れ
雲
上
だ
。
「
ヤ
ツ
テ
褒
マ
ス
」
さ
あ

の
赤
熱
い
頚
に
木
津
川
水
泳
場
で
銀
へ
ら
れ
だ
穎
騒

屯
樹
鱒
に
日
本
刀
の
疎
を
含
く
め
て
勇
ま
し
く
壊
し

教
へ
手
等
に
薄
ら
れ
征
途
に
つ
か
れ
さ
し
花
。

「
ヤ
ヴ
テ
」
下
浅
い
先
生
そ
の
馨
で
?

私
籠
煉
簿
つ
で
お
み
ま
す
先
生
の
花
々
し
い
御
藩
躍

ヾ
↑
御
勲
功
の
徹
知
ら
せ
を
Q

三
業
蝦
夷
を
大
々
的
に
熊
も
従
容
の
如
喜
撥
席
上
ゐ

轟
武
に
箪
ら
は
瀧
や
、
身
体
強
健
、
意
想
強
固
の
太

物
を
年
齢
威
す
塙
八
才
よ
り
囚
車
才
覇
後
(
男
女
を
〉

不
闊
)
義
範
騒
皇
心
願
番
を
募
集
さ
細
で
お
す
ま
ず

攣
線
に
選
り
皇
国
の
鉦
命
を
荷
ひ
勇
粗
密
卦
せ
ら

れ
る
鵜
兵
士
に
鞠
し
、
何
を
以
や
む
感
謝
に
醐
燭
盃

銭
鬱
の
守
り
を
敦
す
べ
き
や
、
こ
れ
宝
を
戦
闘
に
妾

「
陸
を
教
さ
駕
い
撥
聾
霜
品
の
蒐
鷺
で
ゐ
出
ま
す
。
′

.
直
あ
る
忠
敬
職
業
意
識
に
因
る
報
酬
の
蕃
い
、
惑
い

に
圃
せ
ず
も
て
、
輿
に
勤
鎗
報
国
み
発
奮
に
燃
ゆ
み

方
は
役
場
叉
は
陸
長
に
御
申
出
下
さ
い
Q

詳
細
は
役
場
へ
徹
越
し
下

△
夜
鷹
楠
ノ
木
の
陰
点
り
毎
嘲
響
げ
の
鬼
等
を
期
親

筆
高
地
の
聾
園
に
ま
ぶ
膚
べ
よ
く
遊
べ
よ
も

二
宮
辱
徳
先
登
の
幼
時
の
鋼
線
は
本
町
助
役
袖
山

纏
唾
境
の
奇
矯
で
か
ま
し
て
、
攣
ふ
嘉
は
勿
論
一

般
民
も
先
住
の
在
り
し
往
時
を
追
懐
し
て
児
童
教

養
幸
い
段
の
努
力
を
感
心
が
欝
ら
さ
れ
ま
す
。

Å
非
常
時
弊
埋
け
ば
れ
て
よ
亘
以
恭
準
戦
時
亙
代
の

、
馨
轟
く
、
一
顧
即
欝
の
晴
代
も
今
や
過
ぎ
ま
し
た

灘
日
揮
白
き
宣
倍
に
妙
を
得
壷
情
や
支
離
は
今
我

導
が
満
膣
の
誠
意
と
感
謝
を
接
で
御
潜
り
し
た
、

皇
軍
に
よ
っ
て
滅
茶
苦
茶
に
敗
載
、
こ
れ
で
も
ま

を
我
が
身
の
穂
を
知
ら
ず
撥
的
ふ
藍
は
何
婆
噂
は

な
い
国
民
で
は
な
い
か
。

却
っ
て
哀
れ
を
感
じ
ぶ
ち
を
得
薄
い
。

△
名
馨
¥
の
負
傷
を
竃
紅
ね
ぎ
承
る
竹
村
亜
三
悪
の
一
一

日
も
牽
く
御
重
轍
を
翻
か
け
で
御
所
b
申
し
上
げ

ま
す
。

△
高
村
安
夫
新
が
勝
撥
の
ー
員
さ
し
て
あ
の
既
噺
祇

頭
櫨
と
十
分
の
隙
、
油
断
の
な
い
東
壁
的
武
人
を

本
町
よ
が
曲
し
た
る
事
は
誠
に
名
馨
で
あ
る
。

勝
る
さ
も
劣
ら
な
い
玉
貌
太
町
中
蔚
殿
が
待
期
せ

ら
れ
て
お
る
さ
は
心
強
い
で
は
あ
み
ま
せ
ん
か
。

△
見
選
り
に
国
防
婿
人
倉
見
の
賞
に
多
・
い
車
は
時
局

凄
艶
擬
し
て
之
れ
叉
力
強
い
厳
に
打
た
れ
ま
す
。

ど
う
か
一
高
の
流
徳
は
提
ほ
れ
ず
永
選
に
圃
婦
の

使
命
を
果
㌍
法
れ
ん
革
を
塑
む
。

園
園
田

:
・
・
○
○
…
…
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亨
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